







































































鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
実 施 校 131 11709 84 8544 50 3165
実 施 率 68.9 68.7 68.3 75.4 69.4 55.3
開 催 頻 度 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
年 数 回 8.4 11.2 11.9 12.3 4.0 10.3
年 1 回 58.0 68.8 54.8 70.0 64.0 65.7
２ 年 に1回 9.2 3.8 9.5 4.3 6.0 2.4
３ 年 に1回 1.5 1.1 0 0.5 4.0 2.7







実 施 し な い 年 43.6  8.7
と り や め た 15.4 26.1








分布と実施率 全体分布 実施率 小学校分布 実施率 中学校分布 実施率
100人以下
鹿児島 52.6 57.0 61.8 57.8 41.7 56.7
全国 24.5 62.4 27.1 65.3 19.5 54.4
101人〜 200人
鹿児島 20.5 76.9 11.4 71.4 34.7 76.0
全国 17.3 69.2 17.8 74.0 16.2 58.8
201人〜 400人
鹿児島 13.2 88.0 10.6 80.0 16.7 83.3
全国 26.2 69.4 24.1 79.1 30.5 54.2
401人〜 600人
鹿児島 10.0 84.2 12.2 86.7 5.6 75.0
全国 18.7 70.3 17.0 81.3 22.1 53.4
601人以上
鹿児島 3.2 100 4.1 100 1.4 100








学校規模 不定期 とりやめ もともとない 不定期 とりやめ もともとない
100人以下 12 4 14 4 2 9










鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
予 算 が な い
100人以下 53.1 70.8 69.2 65.3
101人以上 42.9 55.0 50.0 54.2
担 当 者 が い な い
100人以下 3.1 7.4 0 6.5
101人以上 0 12.5 6.4
授業との兼ね合い
100人以下 43.8 28.3 38.5 44.8
101人以上 14.3 48.0 87.5 68.7
必 要 な い
100人以下 0 0.8 0 0.6
101人以上 0 3.8 0 1.1
そ の 他
100人以下 31.3 21.6 30.1 21.9









鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
公演料支払いあり 34.3 62.5 29.8 63.9 40.0 58.8
児童生徒負担あり 25.1 48.2 22.6 50.4 28.0 42.3












鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
公演料支払いあり 34.3 62.5 29.8 41.2 41.9 68.6
児童生徒負担あり 25.1 48.2 14.9 27.6 25.3 54.3









鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
自 校 独 自 47.7 62.4 40.4 35.1 52.7 70.2
教 育 委 員 会 39.7 17.0 40.4 31.6 39.2 12.8
























そう思う どちらか あまり 思わない 加重平均※全国加重平均
自校裁量決
定 が 困 難
全体 18.2 21.9 38.5 21.4 －0.23 －0.58
100人以下 23.2 27.3 30.3 19.2 　0.05 －0.12
101人以上 12.4 15.9 47.7 23.9 －0.55 －0.73
費 用 負 担
が 大 き い
全体 61.0 21.4 9.6 8.0 　1.18 　0.86
100人以下 61.6 21.2 8.1 9.1 　1.18 　1.13
101人以上 60.2 21.6 11.4 6.8 　1.17 　0.78
児 童 生 徒
数 の 不 足
全体 22.5 24.1 26.2 27.3 －0.12 －0.55
100人以下 39.4 29.3 16.2 15.2 　0.62 　0.67
101人以上 3.4 18.2 37.5 40.9 －0.94 －0.95
時 間 確
保 困 難
全体 17.6 37.4 25.7 18.7 　0.10 －0.37
100人以下 16.2 43.4 23.2 17.2 　0.18 －0.49
101人以上 19.3 30.7 28.4 20.4 　　0 －0.34








鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
増やしたい 9.5 7.6 13.0 10.5 5.6 6.7
現状維持 57.4 61.2 49.0 50.1 66.7 64.8
減らしたい 0.5 0.6 1.0 0.2 0 0.7
未定 30.0 29.4 35.0 37.7 24.4 26.8
















鹿児島県 全国 鹿児島県 全国 鹿児島県 全国
文化庁や教育委員会などの
助成支援
82.1 84.8 83.0 86.9 81.1 84.1
国や学校の方針として教育
の一環として位置づける
40.5 34.4 42.0 29.4 38.9 36.1
他校との合同鑑賞の機会を
コーディネートする
36.3 36.0 42.0 53.5 30.0 30.3
地域も含めた鑑賞の機会を
コーディネートする
31.1 24.4 32.0 23.5 30.0 24.6
情報提供の充実 23.2 28.1 27.0 28.0 18.9 28.1















学校規模 離島 n=57 離島外 n=133
学校数（％） 実施校（％） 学校数（％） 実施校（％）
100人以下 41（71.9） 22（53.7） 59（44.4） 35（59.3）
101人以上 16（28.1） 13（81.3） 74（55.6） 61（82.4）
平均 87人 35（61.4） 199人 96（72.2）
（表13）鑑賞教室開催頻度 - 離島と離島外比較
開催頻度 離島 n=35 離島外 n=96
年　数　回  8.6  8.3
年　１　回 45.7 62.5
２年に１回  8.6  9.4















　　  　- 離島と離島外比較
学校規模
離島 離島外
不定期 とりやめ もともとない 不定期 とりやめ もともとない
100人以下 8 4 12 7 1 11


































そう思う どちらか あまり 思わない 加重平均
自校裁量決定
が困難
離島 26.3 15.8 47.4 10.5 0
離島外 12.5 15.9 47.7 23.9 -0.55
費用負担が大
きい
離島 61.4 21.1 5.3 12.3 1.14
離島外 60.2 21.6 11.4 6.8 1.17
児童生徒数の
不足
離島 21.1 33.3 21.1 24.6 0.05
離島外 3.4 18.2 37.5 40.9 -0.94
時間確保困難
離島 19.3 42.1 24.6 14.0 0.28
離島外 19.3 30.7 28.4 20.4 0









現 状 維 持 421. 63.9
減らしたい 0 0.8
未　　　定 42.1 24.8
































































































































































⑳ 411 各種団体から芸術鑑賞の案内が届きますが、個人負担500 〜 800円程度のものが多いです。本校は、家
庭の事情で給食費、学級費の滞納がある家庭が多く、実施するには援助がなければ厳しいです。












































































































図 1 学校鑑賞教室のあり方 
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５、	 終わりに
　本研究プロジェクトは学校教育における「学校鑑賞教室」というファクターに焦点を絞る実
態調査を実施した。全国との比較から本県における特色を導き出し、「予算」「学校規模」「地理
的条件」の要因が、鑑賞教室実施を困難にしている現状が明らかになった。しかし、その現状
はそうたやすく改善できるものではない。この三つの要因を疎外要因にしない実施のあり方を
７　「表22」⑭参照
８　かごしまアートネットワーク http://www.k-art-net.org/art20.html　　「芸術家派遣プロジェクト」参照
　「芸術家派遣プロジェクト」、鹿児島市芸術文化協会と鹿児島市教育委員会が共催で行っている「鹿児島市春の
新人賞」30回記念事業として2004年度に実施された（7校）のが始まり。2005年に NPO 法人かごしまアートネッ
トワークが設立され、それ以降、鹿児島市教育委員会からの委託事業（財政支援）としてプロジェクトの企画運
営を担っている。徐々に開催校が増え、2011年度は鹿児島市立の小・中学校30校において芸術家を派遣している。
分野は音楽、美術、演劇で、音楽プログラムが最も多い。注目すべきは、実施する学校の担当者と芸術家が事前
に打ち合わせをして、双方でプログラムを検討する点である。
９　奄美「子供手熟師会」通信 http://tejuku.amamicco.net/　　「手熟師会子供講座」参照
　「手熟師会（手先が熟達した職人）」は安田謙志氏（染織家）を会長とし、地元奄美を中心に活動をしている芸
術家が子どもたちを対象に指導講座を開催している。講座開始時から現在まで学校や自治体との直接的な接触は
なく、芸術家同士の連携で運営している。子供講座開催のきっかけは、地元の子どもたちが「奄美」のことを知
らないこと（島言葉がわからないなど）を危惧し始まったとのことである。奄美の伝統文化（踊り、工芸）や生
物、自然観察等子どもたちの活動が紹介されている。（2011.3.9　聞き取り調査）
－84－ 鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第43号（2011）
もっと模索する必要があろう。
　「学校鑑賞教室」実施のあり方において、国・自治体の財政支援の拡大を期待するとともに、
現状の支援をさらに有効に活用するための知恵として、学校・自治体・芸術団体という「組
織・人」を通じてのきめ細やかな情報発信と恊働がまずもって第一歩であることが再確認され
た。「図１」は学校鑑賞教育のあり方のモデルとして示したものである。学校・行政・芸術団体
の有機的な連携をしていくことによって、子どもたちの芸術体験が保障されるのであり、さら
にそのためには「地域（コミュニティ）」との協働が不可欠になってくるだろう。
　文化・芸術的体験を通じて、地域や学校との関係がより豊かになるあり方を今後さらに追究
していく。
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